
事業名 障害者の生涯学習に向けたウエブ利用の展開と重度障がい者向けの学習支援

事業の趣旨・目的

・全国どこでもウエブにより障害者が学びに参加する基礎を構築
・市民と障害者が学び合うインクルーシブな学びを実現する枠組み
をつくるためのカリキュラム開発、地域の枠組、プロセスの提示

・重度障害者の学びのノウハウ獲得と全国ネットワーク化の推進

福祉事業所での支援に学びを取り入れてもら
うための説明会も実施。その模様は季刊「つ
なぐ」やHPで公開している。
みんなの大学校HP:
https://minnano-daigaku.net/

主な対象 知的障害・発達障害・精神障害・重度障害・難病等

令和３年度 地域連携による障害者の生涯学習機会の拡大促進 成果概要

事業実施体制

連携委員会構成：発達支援研究所所長（研究者）、福祉事業責任者、
国分寺市福祉課長、国分寺市公民館館長、翻訳家、重度障害者学習
支援NPO役員、当事者（みんなの大学校学生）
コーディネーター：みんなの大学校学長

学習プログラムの内容

ウエブによる学習機会の提供
前期5-9月「メディア論」「けいざいとくらし」等 合計65講義
後期10-2月「メディア論」「こころのしくみ」等 合計85講義
国分寺市と西宮市の遠隔を結ぶオープンキャンパス
第1回 地域を知り合うコミュニケーション授業 観光協会と連携
第2回 音楽を使ってのコミュニケーション授業 音楽家と連携
重度障害者への訪問学習 東京都と埼玉県の在宅者に30回の訪問
第２回医療的ケア児者の生涯学習推進フォーラム
10月29日国立青少年オリンピック記念センターでハイブリット開催

活動の様子写真を添付してください（２～３枚程度）

研究の成果と課題

その他研究の詳細など

一般社団法人みんなの大学校（所在地：東京都国分寺市）

主な連携先

重度障害者の学習の模様

国分寺市教育委員会、発達支援研究所

成果：ウエブ講義
→延べ受講者1000人/担当講師17人/

プログラム内容の最適化/講義の進行
や評価方法
オープンキャンパス
→地域リソースとの連携/青年学級ど
うしのつながり方/新規プログラム
訪問学習→就労への発展/大学連携
フォーラム→全国のネットワーク化

課題：・ウエブでのコミュ
ニケーションの特殊性から
の障害特性に応じた対応の
必要性、プログラム設定
・地域リソースとの継続的
なつながりと青年学級の活
性化に向けた新しい取組み
・関係者の発想の柔軟性
・医療・福祉との連携

オープンキャンパス 障害学習推進フォーラム


